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Regional Education Movement in Yamanashi Prefecture 
in the Early Showa Era：
A Focus on Activities of the Regional Education Research Department of 
the Yamanashi Prefecture Educational Association
KAJIHARA Masashi *
　　For the purpose of knowing, being interested in, and improving ones local region in Japan, regional education and promotion 
was introduced at the beginning of the Showa era.  Yamanashi Prefecture became the national model for this regional education. 
The leader of this project was a geographer, Michitoshi Odauchi.  Members of the Yamanashi normal schools at that time, 
researched regional history, culture and nature.  In addition, the normal schools created a regional research room and archive. The 
Yamanashi Prefecture educational association established the regional education research department. And the Yamanashi Prefecture 
educational association held exhibitions aimed at restoration of the local area and presented the results of the regional education 
research project. The school teacher’s eﬀorts helped to promote and institute regional education for the prefecture.






















































































































なった。1932 年（昭和 7 年）には，郷土教育講習会が東






































































和 7 年）8 月に行われた。それは，文部省主催の郷土教育
講習会地方視察である。講習会は，8 月 1 日より 7 日まで
東京高等師範学校において開かれた。その地方視察が山
－ 14－






































究に着手した。研究の成果は，1936 年（昭和 11 年）3 月
8 日の県主催郷土教育講習会で小田内通敏と笠井恵祐，矢
崎好幸など山梨県師範学校・同女子師範学校教諭 5 名が














梨県綜合郷土研究』は，1936 年（昭和 11 年）12 月 20 日
に刊行した。












































































年以上掲載されていないが，『山梨教育』No. 412 1932 年（昭
和 7 年）7 月号になり，巻頭文に「郷土教育へ寄す」と
いう郷土教育を重視する山梨県教育会の考えが示される。









月の『山梨教育』No.414 1932 年（昭和 7 年）9 月号から
No.417 12 月号まで，郷土教育に関する会員の寄稿文をす
べてあげると以下のようである。
　No.414  1932 年（昭和 7 年） 9 月号
　　「郷土の発明体系と所感」　　　山梨師範　依田君治
　　「国史教育の郷土化について」　　  塩山小　澤登　泉
　　「郷土の教育的価値」　　　　　　   東桂小　平島重義
　　「修身指導方法の郷土化」　　　       八田小　笹本　司
　No.415  1932 年（昭和 7 年） 10 月号
　　「郷土教育の本領」　　　　　　   女子師範　斎藤興七
　    「郷土教育と綴り方教育との交点を観る」
　　　　　　　　　　　　　　　   　   猿橋小　川村　章
　　「国語の郷土教育（主として発音について）」　
　　　　　　　　　　　　　　        　  御所小　小林清一
　　「本校の郷土学習室」　　　　　  男師附属郷土研究部
　　「国史教育の郷土化に就て（二）」     塩山小　澤登　泉
　No.416  1932 年（昭和 7 年）11 月号
　　「地理科指導の実際化郷土化の一例」
                                                                　  右左口小 土橋文吉
　　「国史教育の郷土化について（三）」塩山小   澤登　泉
　No.417  1932 年（昭和 7 年）12 月号
　　「国史教育の郷土化について（四）」塩山小   澤登　泉








梨教育』No. 414 1932 年（昭和 7 年）9 月号で，「未だそ
の目的の正鵠をさえ攫み得ない黎明期にある郷土教育（18）」



























































附属小学校から各 1 名，視学 2 名であった。また，各郡
市内支会長 30 名を支部委員長として委嘱した。1 月 30 日
に第 1 回打ち合わせ会を開いた。さらに各支会では，各
校 1 名を目標に支部委員を委嘱した（4 月定期総会までに
報告された人数，計 140 名）。
　同年 2 月 26 日には，郷土教育調査部総会を開催した。
総会には，小田内通敏，県学務課長が出席している。




　2， 展覧会講演会映画会等開催  
　3，研究物の印刷配布
　4，その他郷土開発進展に関する諸事業の遂行
と記されている。『山梨教育』No.423 1933 年（昭和 8 年）
6 月号の「郷土教育調査部報告」には，1932 年（昭和 7 年）
度の報告と 1933 年（昭和 8 年）度の予定が載っている。













（昭和 8 年） 生活と書道展（県内の書道振興団体に協賛），
1934 年（昭和 9 年）農村更生展，1935 年（昭和 10 年） 生
活更生家政展が郷土教育調査部の活動として行われた。
②郷土教育座談会
　1933 年（昭和 8 年）9 月 16 日に郷土教育座談会が初め






















　1934 年（昭 和 9 年） 2 月 11 日～ 16 日，4 月 1 日～
10 日に開催された農村更生展については，『山梨教育』





































　出品は，63 校からあった。総数 466 点（標本 216，実
物 329，家具 152，模型 8，冊子 372，表図 858）であった。
　第 1 回 1934 年（昭和 9 年） 2 月 11 日～ 16 日実施，観





























ことから，1934 年（昭和 9 年）の時点では，山梨県教育
会への対応で伊藤が指摘した文部省と郷土教育連盟が対













































　出品は，小学校 102 校，中等学校 13 校 2 研究会，女子




廃物利用手芸品，農産物加工品，1 日 3 食分の食事の内容
と摂取品目のカロリーを詳しくまとめていた。
　入場者は，8,025 名（個人入場 5,417 名　団体入場 2,608
名），団体の内訳は，女学校605名，青年団婦人会等1,042名，





　翌 3 月から 4 月にかけて，甲府市より離れた北巨摩郡 2
会場，北都留郡，南都留郡各 1 会場で地方開催が行われ
た （その後南巨摩郡増穂小学校でも開催）。開催日数はそれぞ
れ 3 日間で，展示物を巡回していった。4 会場で合計 3,400 名
の来場があった。尋常 5 年以上の児童，教員，女子青年団員，
主婦など多数の観覧があった。特に北巨摩郡第二支会では，







において開催された。4 月 1 日からの 3 日間，観覧者は 1





















　生活更生家政展後，1937 年（昭和 12 年）度に，郷土教
育経営案の募集，経済更生促進展覧会，郷土講話などの
事業を計画した。郷土教育経営案の募集に関しては，応







　1938 年（昭和 13 年）2 月に火災で教育会館が焼失して，
使用できなくなった。この災難のために山梨県教育会に
とって教育会館再建の取組が大きな課題となった。




































































































































































































































―  注  ―























 4   「自力更生」は，昭和初期の疲弊した経済を更生する
ために政府が主に農村において進めた施策である。農
林省，内務省とともに文部省も積極的に関わった。「郷




 5   1884 年（明治 17 年）設立の山梨教育学会が前身，
1893 年（明治 26 年）に山梨県教育会となり，機関誌『山
梨教育』が毎月刊行された。昭和期，社団法人になり
県庁舎敷地内の教育会館を拠点に活動した。1935 年（昭
























 8   佐藤八郎は，『郷土教育の施設と経営』『山梨県綜合郷
土研究』の執筆だけでなく，附属小学校の郷土教育推
進に深く関わった。面接調査は 1979 年 11 月山梨県立
図書館で行った。筆者の調査内容は，山梨県編『山梨
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